


























































1. Educational 教育的 
2. Collaborative コ・プロダクション       
3. Recovery Focused リカバリー重視 
































































































































































2017 年度（2018 年 1 月～2 月）、岡山県ピアサ
ポート支援事業美作地域交流研修会、2018 年 12
月の体験講座を経て、2019 年度（2019 年 4 月～
6 月）には、11 講座で構成される「リカバリーカ
レッジみまさか」を本実施した。 
1 講座の運
営は、サービ
ス利用者と専
門家が 2～3名
で組んで担当
した。 
リカバリー
カレッジの基本原
則である「コ・プロ
ダクション」すなわ
ち「ともに創る」を
意識したチーム運
営を明確な目標と
して掲げた。にもか
かわらず、専門家は
常にサービス利用
者を評価する姿勢
を持ち、一方サービス利用者は困難な事象が生じ
ると専門家の指示を待つ行動をとるという衝動に
幾度となくかられた。サービス利用者間でも時に
は、意見の相違に場の空気が緊張することもあっ
た。それでも、「『ともに創る』とは、専門家がサー
ビス利用者に対して遠慮することでもなく、困難
事象を穏便に片付けることでもない」という相互
の共通理解により、なんとか乗り越えてきた。開
講後の振り返りでは、サービス利用者・専門家の
両者から「役割分担して重圧も共有することで、
フラットな関係性を感じた」との感想が聞かれた。
さらに、サービス利用者は、従来の支援者との関
係性や協働運営における役割を意識するようにな
ったことで、「支援者への依存心が薄くなった」と
語っている。例えば、ある参加者の話では、「資格
を取得する」等の行動を起こす際、「まずは、主治
医に相談する」など専門職に判断や決断を委ねが
ちだったが、「自分がどうなりたいか」を優先して
考えるように変化したという。 
 また専門家も、「協働やパートナーシップが支援
に重要である」という知識自体はもっていたが、
必ずしも実践できているとは限らなかった。しか
し、「リカバリーカレッジ」の運営を通じて、これ
まで専門職としての過度な責任感や支援が、「サー
ビス利用者の主体性を奪っていたのではないか」
と気づいたとの意見も出された。このことから、
リカバリーカレッジの運営・開講の体験が、実践
場面で専門家自身がいかに振る舞うかを学ぶこと
につながったと考える。一連の過程を経て、「とも
に創る」とは、順調なことだけでなく困難さも含
めて「ともに」という意味であり、創る過程に生じ
る障壁こそが、かえって連帯感や仲間意識を生む
契機となることがわかった。まさに、「腑に落ちる
体験」である。専門職の意識の変容こそが、精神保
健福祉改革のはじまりなのである。 
 
今後の課題と展望 
以下のことを今後の具体的目標としたい。 
１） リカバリーカレッジの設立と運用に対する 
プロセスに着目し、サービス利用者と専門家の
関係性の変容について検証する。２）日本にお
けるコ・プロダクションモデル導入の阻害要因
と促進要因を分析することにより、地域共生社
会の仕組みづくりへの具体策を呈示する。３）
日本における『リカバリーカレッジ』の効果を
実証し、コ・プロダクションモデルの活用方法
について明示する。それを基に、医療や福祉と
もつながっていない人（例えば、不登校やひき
こもりの課題を抱える人）とつながる地域ネッ
トワークを構築する。 
